


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　 福 原 先 生、 ど う も 有 り 難 う ご ざ い ま し






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































プログラムでInstitute for Integrated Science 
and Technologyの頭文字をとりIISTと称して
おります。情報科学研究科と理工学研究科が協
働して組織した英語による理工系の修士・博士
プログラムで、優れた大学院教育を実践すると
ともに、最先端の研究成果をグローバルに発信
することを目指しています。さらに、日本人学
生に対しても留学生との交流を通じてグローバ
ル市民としての自覚を涵養したいと考えていま
す。スーパーグローバル創生支援事業の構想
に、英語学位プログラムが市ヶ谷・多摩で４学
部、大学院で３つのプログラムの設置が盛り込
まれており、その一つが小金井のプログラムと
なっています。カリキュラムは各大学院の専攻
ほぼすべてに対応しています。修士課程につい
て若干まだ対応できていない専攻はありますが、
徐々に対応していきたいと考えています。特徴
として、専攻に加えて、専攻横断的な分野を設
け、横断的な学びができるカリキュラムになっ
ています。所属専攻の深い専門性に加えて、経
営システムの講義を情報科学の学生が受けると
いったような横断的な学びを可能としました。
　もう一つは、日本で就職しようという学生が
増えてきた時に、企業側としては、留学生は取
りたいが日本語ができないと難しいという実情
があります。留学生の日本での就職ニーズに
応えるため、日本語の科目を週２回、４セメス
ター設けています。日本語習得は修了要件では
ありませんが、現在すべてのIIST学生が受講
する非常に人気の高い科目となっています。留
学生の日本語教育については海外の大学におけ
る日本語教育が参考になります。昨年ネブラス
カ大学で教員のFD研修に参加した折に米国の
優れた日本語教育の実例を目の当たりにする機
会がありました。ネブラスカ大学で日本語を学
んでいる学生、エンジニアリングの学生も非常
に多いということでしたが、専門を勉強しなが
ら日本語を学んでいました。全く日本語の素養
の無い学生に対する２年間の学習成果として漢
字仮名混じり文の日本語の文章を見せられ、非
常に驚きました。IIST学生についても、専門
の研究を遂行することが第一義の目的ではあり
ますが、日本語の技術コミュニケーション力を
２年間の修士課程在学中に身に着けさせること
は、あながち不可能な目標ではないと感じてい
ます。
　ここで現在受け入れているIIST学生につい
てご紹介します。まず、文科省やJICAなどの
奨学金制度による学生がいます。現在、JICA
の奨学制度ABEイニシャティブを利用してケ
ニアの学生が２人在籍しています。次に各国
の政府の奨学金、ベトナムですと911やメコン
1000といった奨学金がありますが、IISTには
メコン1000奨学生を受け入れています。その他
の学生は中国、ベトナムからの私費の留学生で
す。私費の留学生に対しては現在30%の学費減
免がありますが、経済的な支援をいかに充実さ
せてゆくかが優秀な留学生を増やしてゆく鍵と
なります。実績はありませんが、需要という面
で考えると、ベトナム等アジア諸国においては
修士課程や学部を卒業してすぐに大学教員にな
るというケースがかなりあり、博士号取得をめ
ざす大学教員の教育も求められているように感
じています。実際2018年度秋を目途に入学希望
の教員から打診が来ています。
　今回受け入れた学生の研究テーマのいくつか
をご紹介しましょう、ベトナム、カントー大学
出身のホン・ハン氏は同大学副学長ユン先生の
ご紹介を得て、本学生命機能学専攻で博士課
程に在学、植物病の病理の研究をしています。
それから、ホーチミン市情報技術大学出身の
キャップ・クアン氏は人工知能技術（AI）を使っ
て葉の画像処理によって植物のウイルス病を診
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カリフォルニア州立大学教員の遠隔講義を市ヶ谷で受講
断する研究を行っています。このような農業を
テーマとしてITと植物医科学を融合した研究
について、今後大学間の研究協力にまで結び付
けていきたいと考えています。  
　教職員のグローバル化も一つの大きな課題で、
FDセンターで企画していただいたオマハ大学
のFD研修は、小金井からの参加者は比較的多
いのではないかと思います。２回目に私も参加
させて頂きましたが、残念ながらその後、継続
が難しいと聞いています。こうした機会を利用
して、特に若手の先生には英語による講義に慣
れて頂きたいと感じています。
インターネット立ち上がりの頃からオンラ
イン化を推進
　本シンポジウムの主題であるオンライン教育
について、以前2002年から５年間、オープンリ
サーチセンター整備事業に採択され、米国の大
学と単位互換のオンライン授業を行った経験が
ありますのでここでご紹介させて頂き、将来に
つなげられるヒントが得られれば幸いと存じま
す。時期としてはインターネットがやっと立ち
上がったくらいの頃で15年くらい前にこうした
取り組みを致しました。法政大学とアメリカの
提携大学の間をインターネットで接続し、ビデ
オ画像の双方向配信、パワーポイントを共有し
てオンラインの授業を実施しました。コンテン
ツをアーカイブして、さらにオンデマンドの教
材をつくる基にするといったシステムも構築し、
いくつかオンラインコースを実現しました。そ
の一つとしてプレMBAというプログラムをカ
リフォルニア州立大学との協働授業があります。
１年間日本で遠隔講義を受け、残り１年間現地
でMBAの講義を受け修士号を取得するという
プログラムです。
　この他、韓国のKAIST,スタンフォード大学
と協働して福祉工学という授業を実施しました。
市ケ谷・多摩・小金井の３キャンパスと韓国、
あるいはスタンフォードを結んだ授業でMCU
という装置を介して多地点と接続した遠隔授業
を行いました。
　さらにカリフォルニア大学デービス校とeク
ラスエクスチェンジというプログラムを実施し
ました。これは双方向で、アメリカの文化など
を米国から発信して頂き、法政からは日本文化
に関するコンテンツを発信し、単位互換の遠隔
講義を実施しました。法政からのコンテンツで
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リトーカーを介した自動字幕生成システム
一番興味をもたれたのが、国際文化学部の栃木
先生が行った日本のポップカルチャーの講義で
した。
　このほか、さまざまな支援システム、日本人
学生が英語の授業を理解するための支援システ
ムの開発なども行いました。同時通訳ブースを
教室に設置、またコストを削減するため自動的
な字幕システムの開発も行いました。以下の写
真は講師の音声を聞きながら機械翻訳機に受け
入れやすいイントネーションと明瞭な発音で言
い直すスタッフを介した自動字幕生成システム
の実施時の写真です。
さらなるグローバル化に向けた今後の構想
　留学生3,000人という目標に向けて、どのよ
うなことが問題になるでしょうか。3,000とい
うのは象徴的な数で、キャンパスをこれからグ
ローバル化していくための指針と考えられます。
まず、英語学位プログラムを充実させるという
ことで、3,000人というのは全学生の１割とい
うことになるかと思います。小金井の場合は１
教員が10人くらいのゼミを担当していますので、
各ゼミに1－2名くらいの留学生がいる状況なの
かと考えています。大学院の全専攻がまだ英語
学位プログラムに対応していないので、早急に
対応させることが必要と思われます。学部の英
語授業ということでは、小金井の学部でグロー
バルオープン科目12単位をスタートすることに
なりました。124単位の学部教育プログラム整
備まではまだかなり道のりがありますが、グ
ローバルオープン科目実施の経験を生かして理
工系学部の目標にすべきと考えています。
　さらに、正規の留学生の受け入れ、そのため
には日本語教育も重要になると思います。国際
連携について、教育・研究両面にわたる企画の
必要性を感じます。海外大学からダブル・ス
パーパイザー制度、共同指導体制を組むなどの
提案を受けることも少なくありません。
　オンライン教育については、国際通用性のあ
るコンテンツを蓄積するということが重要です。
理工系の取り組みの一例として、最近本学OB
若林氏が取りまとめ役を務め半導体理学工研究
センターが蓄積した組込みシステムの教育コン
テンツの英語翻訳権を得ました。こういった優
れた教育コンテンツを教育資源として活用する
ことが考えられます。理工系以外の特色あるコ
ンテンツ、先ほどご紹介したカリフォルニア大
学デービス校の学生に好評だったポップカル
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チャー、法政大学が誇る能の研究、江戸学、サ
ステイナビリティ研究といった特色ある優れた
コンテンツを蓄積していくことが重要だと考え
ています。
　総長からもお話があったリアルタイムとオン
デマンドを組み合わせたハイブリッドのオンラ
インプログラムが今後重要ではないかと思いま
す。時間と空間の制約を超えるという一つの例
ですが、空間を超えたリアルタイム授業では、
ネットを利用して１日のうち朝はアメリカ各国
との共同授業ができますし、時間が経って、昼
間はアジア。夕方になるとヨーロッパの大学と
を結んで、１日中、講義が展開できることにな
ります。オンデマンドを併用することによって、
時間の制約も受けない教育が可能となります。
先ほど総長からデジタルミュージアムの話があ
りましたが、例えばサイバー空間上に能の舞台
をつくって、そこで大学の授業を展開していく
ことがVRなどの技術によって現実的になって
きています。先にご紹介したオープンリサーチ
センター整備事業においても、そのようなシス
テム開発を行った経験があります。
サイバー空間上の能舞台
　また、国際シンポジウムをサイバー空間上で
行い、参加者がインターネット上の仮想空間の
なかに入って議論するという実験も実施した経
験があります。現在ではこのような仕組みが容
易に実現され、臨場感の高いオンライン教育が
可能であると思われます。
　以上、雑駁ですが、理工系のグローバル化の
取り組みとオンライン教育の展望についてお話
させていただきました。どうも有り難うござい
ました。
司会
　八名副学長、どうも有り難うございました。
理工系の海外派遣状況、国際会議、研究の高度
化・国際化、IISIの取り組み等をご紹介いただ
きました。最後のハイブリッドオンラインのプ
ログラムはとても重要な観点の一つだと思いま
すので、また理工系の方でぜひ取り組んでいた
だけたらと思います。
　では、最後になりましたが、閉会のご挨拶を
FD推進センター長の小林先生にお願いしたい
と思います。
閉会の挨拶
小林 一行
（FD推進センター長）
　FD推進センター長の小林と申します。世間
的には３連休で、しかも年度末のお忙しい中お
越しいただきまして本当に有難うございました。
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今回のFDシンポジウムでは「グローバル化と
オンライン教育について考える」ということ
で、基調講演して田中総長、話題提供者として
JMOOCの常務理事の福原様、文部科学省の河
本様、法政大学副学長の八名先生から貴重な話
題提供をいただきました。お忙しい中、本当に
有難うございました。
　恐縮ですが、FD推進センター長として、FD
推進センターの紹介をさせていただきます。当
センターは2003年に発足した全学FD推進委員
会を前身としまして、2005年から現在の名称
になり、現在に至っております。法政大学の
FD推進センターの特徴としましては、FDとい
うと、ファカルティデベロップメントというこ
とで、普通は教員中心ということですが、法政
大学では、教員以外にも職員、そして学生も含
めた形での広い意味でのFDということで活動
しております。そのような活動のなかで、FD
の広報活動の一環としまして、作成した資料が
そちらの方にあります。学習支援ハンドブッ
ク、FD学生の声コンクールなどがありますの
で、ぜひともお持ち帰りいただき、お読みいた
だいて、FD推進センターへのご理解の程、よ
ろしくお願い致します。
　今回のFDシンポジウムでは、最初に田中総
長から話がありました通り、本学では2014年
にSGUの事業が採択されまして、さらに現在進
行中ですが、HOSEI2030のプランニングが大
体終わりまして、これからは実行に向け策定し
ている段階にあります。そのなかで、今回の
テーマとなったグローバル化、オンライン化と
いうのは、FD推進センターとしても重要な課
題になると考えております。学外でのグローバ
ル化とオンライン教育についての話、話題提供
を通じて、これからのサステイナブル社会に向
けた大学教育の方向性、さらにはHOSEI2030
の道筋に向けての意見交換ができたのではない
かと考えています。本日は、ご参加いただきま
して本当にありがとうございました。
司会
　小林センター長、有難うございました。では、
これで第13回FDシンポジウム「グローバル化
とオンライン教育について考える」を閉会させ
ていただきたいと思います。どうもご協力有難
うございました。
